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特集「顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線（）」 ―顕微鏡法の材料評価への展開と先端評価法の進展―

特集「顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線(11)」

―顕微鏡法の材料評価への展開と先端評価法の進展―

企画にあたって

赤瀬善太郎1 木 口 賢 紀2 佐 藤 幸 生3 田 中 智 仁4 田 辺 栄 司5

寺 本 武 司6 仲 村 龍 介7 本 間 智 之8 横 山 賢 一9

2016年に 7 年ぶりに再開された顕微鏡特集では，その間に発展した装置・解析法を駆使

された多くの研究紹介がありました．今回の特集では最先端の装置・解析法もフォローしつ

つ，初学者や材料開発の現場の研究者にも広く興味を持って頂けるよう，汎用顕微鏡による

実用材料の解析例から最新の装置による解析および各種顕微鏡法まで，幅広く原稿を募りま

した．また，新しい試みとして，顕微鏡の先端分野でご活躍されている先生方に，学会発表

や論文からはなかなか見えてこない各手法の要点や実験手順等を短くまとめたトピック記事

の寄稿をお願い致しました．その結果，前回を大きく上回る55件の応募原稿と興味深い 4
件のトピック記事を執筆頂きました．当初の予定を越える分量になりましたので，原稿を研

究内容ごとに分類したうえで，2018年12号と2019年 2 号の 2 回に分けて紹介させて頂きま

す．各号の掲載内容は下記の通りです．

2018年12号掲載分

トピック記事

石川亮先生等 DigitalMicrograph による電子顕微鏡の簡単な制御および画像解析

波多聡先生等 マテリアル系電子線トモグラフィーの実際と動向

応募記事

 様々なイメージング技術(8 件)

 CTEM による材料組織解析(5 件)

 超高圧電顕・環境電顕を活用したその場観察(9 件)

 三次元観察(3 件)

2019年 2 号掲載分

トピック記事

石塚和夫先生 電子顕微鏡から得られるデータの定量解析手法とソフトウェアの紹介

大塚真弘先生等 電子チャネリング効果を利用した結晶材料定量分析法の現状

応募記事

 SEM を活用したマルチスケール観察(9 件)

 高分解能 STEM による分析技術(12件)

 電磁場解析(9 件)

本特集号が，顕微鏡法の動向把握の一助として，また，これらの技術に挑戦する切っ掛け

として，皆様のお役に立てれば幸いです．ご執筆いただいた著者ならびに広告掲載企業の皆

様に，この場をお借りして厚くお礼申し上げます．

(文責 赤瀬善太郎)


